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○ひとり親家庭等日常生活支援事業
　母子家庭、父子家庭、寡婦の人が、保育や家事などで一時的に支援が必
要なとき、支援員を派遣したり、支援員の自宅でお子さんの世話をします。
【支援内容】　�子育て支援……保育サービス
　　　　　　　生活援助………家事、介護　他
【支援場所】　家庭生活支援員の居宅、利用者の居宅
【利用料】　所得に応じ、利用料の負担が変わります

利用世帯の区分 利用者の負担額（１時間あたり）
子育て支援 生活援助

生活保護世帯、市町村民税非課税世帯 ０円 ０円
児童扶養手当支給水準の世帯 70円 150円
上記以外の世帯 150円 300円
【利用方法】
　①市子ども課で事前に登録
　②�利用したい日時・内容を岩手県母子寡婦福祉連合会に依頼
　③連合会が調整を行い、家庭生活支援員を派遣
　④�費用負担が発生する場合は、県が後日送付する費用負担額の納付書で

利用料を支払う

○ひとり親家庭医療給付
　�　18歳に達する日以後、最初の3月31日ま
での間にある児童を養育しているひとり親
とその子、および父母のない児童の経済的
な負担を減らすことを目的として、医療費
の一部を補助します。
○児童扶養手当
　�　18歳に達する日以後、最初の3月31日ま
での間にある児童を養育しているひとり親
家庭に対し、生活の安定と自立の促進を図
るため、手当が支給されます。
○母子・父子・寡婦福祉資金の貸し付け
　�　ひとり親家庭などの生活の安定、子ども
の福祉、経済的自立を図るための、無利子
または低利の貸し付け制度です。
○�母子家庭自立支援給付金・父子家庭自立
支援給付金

　�　ひとり親家庭の父または母に対して、就
職に生かせる資格取得のための講座受講
費や就学中の生活費の負担軽減を図るた
め、給付金を交付します。

経済支援生活支援

「ほいくのしごと出張相談会」を開催します

予約・問い合わせ　岩手保育士・保育所支援センター ☎019-637-4544

問い合わせ　市子ども課　☎22-5121

「知っておきたい こども園・幼稚園・保育園のあれこれ」
を開催します

申し込み・問い合わせ　市子ども課　☎22-5121

日時　８月28日㈮10時30分〜14時
会場　ハローワーク釜石　選考相談室
内容　�保育に関する就職相談、専任コーディネーターから保

育に関する情報提供など
対象　保育士の就職について相談したい人（学生も可）
留意事項
⑴�事前予約を優先していますので、相談を希望する人はご連
絡ください
⑵�お子さんをお連れの場合も、参加いただけます
　※託児はつきません

　各施設の特徴や手続き方法、入園までの準備や幼児
教育無償化などについて説明します。また、現場の先
生が園生活の様子をお話しします。
対象　令和３年４月に子どもの幼稚園・保育園などへの
入園を希望する保護者など、どなたでも
開催日程
鵜住居地区生活応援センター ８月26日㈬10時〜11時
中妻地区生活応援センター ８月29日㈯10時〜11時
※８月21日㈮までにお申し込みください

ひとり親世帯への支援制度のお知らせ


